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1　はじめに
　国民生活水準の向上に伴い、医療サービスも量から
質を求められるようになった。患者中心の医療を目指
して、厚生省は昭和63年にr患者サービスの在り方に
関する懇談会の報告書』1）を出し、医療の体質改善に
乗り出している。
　当院現行の入院生活の案内パンフレットは、新病院
オープンの昭和62年に改正したもので、すでに10年が
経過し見直しが必要な時期に至っている。
　そこで今回、パンフレットの病院規則について患者
側の意向を明らかにし、パンフレット改善の基礎資料
とする事を目的に調査を行った。
ll研究方法
　1）調査対象
　　当院の一般内科・外科病棟に入院している患者366
　名のうち、295名を対象とした。
　2）調査方法
　自作の質問紙を用いて、質問紙留置法で行った。
　3）調査内容
　患者の特性：9項目
　　性別・年齢・入院目的・病名・入院回数・入院日
　　数・手術の有無・病院までの距離
　　性格…Y・Gテストより「神経質」「一般的活動
　　性」　「のんき」　「社会的活動性」より各5項目を
　　選択
　病院の規則：12項目
　　検温時間・夕食時間・入浴・電話の取り次ぎ時間
　　・電気製品の持ち込み禁止・面会時間・面会人の
　　病室での飲食の禁止・他室、他病棟訪問の禁止・
　　私物の寝具の使用禁止・消灯後のテレビ、ラジオ
　　の使用禁止・化粧の禁止・入院生活案内パンフレ
　　ットを渡す時期、内容
4）回収状況
　　回収率227名（76．9％）有効回答率212名（93．3％）
　5）調査期間：1996年6月4日～6月10日
皿　結果
　1）対象者の特徴
　平均年齢58歳±14．1歳（18～91歳）、最頻値は60
代71名（34．1％）〈表1＞。
　手術の有無別は、男女とも受けない人が最も多く
54．2％であった〈表2＞。入院日数別では大きな変
化は見られなかったく表3＞。入院回数別では男女
　とも初回入院が最も多く、全体の62．2％であった
　く表4＞。疾患別では、外科病棟に悪性疾患が多く、
内科病棟と比べると有意な（Pく0．05）差がみられた
　く表5＞。病院までの時間別は、外科病棟で1時間
’以上が高く、有意な（P＜0．05）差がみられたく表6＞。
　2）病院規則の改善を望む項目について
　　改善希望数の多い順位は、①面会時間（対象患者
の30．2％）②消灯後のテレビ・ラジオの使用及び消
灯時間（22．2％）③内容の追加（12．3％）④入浴
　（9．4％）⑤電気製品の持ち込み（8．5％）であった。
順位相関は、性別r＝O．89年齢別r＝O．83科別
　r＝0．85入院日数別r＝0．88　手術の有無別r＝0．85
であり有意な差は見られなかったく表7＞。
3）改善希望項目上位5項目に見た各要因との関係
　年齢区分別において60歳未満に改善希望が有意に
　（P＜0．05）高くみられた。性別・年齢別・科別・手
術の有無別・入院経験の有無別には有意な差はみら
れなかったく表8＞。
4）改善希望項目別に見た各要因との関係
　面会時間について、男性では初回入院に改善希望
が有意に（P〈0．05）高くみられた。女性では、2回
以上に改善希望が高い傾向がみられたが有意差はみ
　られなかったく表9＞。
　科別・年齢別・疾患別・病院までの時間別・手術
の有無別との関係において有意差はみられなかった。
　消灯時間について、60歳未満では2回以上入院経
験のある人に改善希望が有意に（P＜0．05）高くみら
れた。60歳以上では初回の人に改善希望が高い傾向
がみられたが有意差はみられなかった〈表10＞。
　科別・性別・疾患別・入院日数別・入院目的別・
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手術の有無別との関係において有意差はみられなか
　つた。
　消灯後のTV・ラジオの使用の改善希望と、科別
　・性別・疾患別・入院日数別・入院目的別・手術の
有無別との関係において有意差はみられなかった。
5）改善希望項目別に見た性格との関係
　消灯時間と消灯後のTV・ラジオの使用において、
社会的外向性が有意に（P＜0．05）高くみられた
　く表11＞。神経質・一般的活動性・のんきの項目と
の有意差はみられなかった。面会時間では、神経質・
一般的活動性・のんき・社会的外向性の項目に有意
差はみられなかった。
6）改善希望項目の自由記載内容
　　面会時間について記載者の62．5％が今までより早
　い時間を希望しており、男性に多い傾向が見られた。
　また53．6％が終了時間の延長を希望しており、女性
　に多い傾向がみられた。
　　消灯時間について68．4％が22時までの延長を希望
　していた。
　　消灯後のTV・ラジオの使用について50％が22時
　までの延長を希望していた。消灯時間と消灯後のT
　V・ラジオの使用のどちらも、22時半以降の延長希
望は60歳未満の人に多い傾向がみられた。
　　入浴について54．5％が毎日を希望しており、男性
　に多い傾向が見られた。電気製品の持ち込みについ
て42．9％がTV・ラジオ以外の電気製品の持ち込み
希望をしており、60歳未満の男性に多い傾向がみら
　れた。
　　パンフレットの内容の追加は30．1％が災害時の非
難経路・方法について希望しており、初回入院に多
　い傾向がみられたく表12＞。
IV　考察
　1）当院の夕食時間は、現在18時となっている為、改
善希望は3．3％と低値であったと考える。パンフレッ
　トを渡す時期については、3％と山面であったが今
　後検討すべき重要な指摘と言える。
　2）国民生活時間調査報告書2）によれば、国民の50％
　以上が18時まで仕事に就いていることや、家事時間
　量の多い時間帯と面会時間帯とが重なっていること、
　また当院は特定機能病院の為、初診者が増加する傾
　向にあることからも面会時間の検討の必要性が示唆
　された。
　3）国民の平均睡眠時間の減少傾向や、半数以上の人
　が寝ている時間帯が23時であることが前出の報告2）
から明らかなことからも、消灯時間延長の検討が必
要と考える。
4）TV視聴時刻のピークが、前出の報告2）では20時
から21時台に見られることからも、睡眠時間に支障
のないように消灯後のTV・ラジオの使用時間を検
討していくことが必要である。
　5）災臨時の非難経路・方法について追加希望が30％
みられたことは、阪神大震災後でもあるため関心が
高まった結果と思われる。
V　結論
　1）改善希望は、（1）「面会時間」　（対象患者数の30．2
　％）、（2）「消灯時間」及び「消灯後のTV・ラジオ
　の使用」　（22．2％）に多かった。
　2）この改善希望項目順位は、性別・年齢別・当別・
　入院日数別・手術の有無別で有意な差はみられなか
　つた。
　3）「面会時間」の改善希望は、60歳未満の人と、男
　性で初回入院の人に関連している事が明らかになつ
　た。科別・性別・疾患別・入院日数別・入院目的別・
　手術の有無別には有意な差はみられなかった。
　4）「消灯時間」の改善希望は、60歳未満で2回以上
　の入院経験のある人と、社会的外向性の高い人に関
　連がある事が明らかになった。
　　科別・性別・疾患別・入院日数別・入院目的別・
　手術の有無別には、有意な差はみられなかった。
　5）「消灯後のTV・ラジオの使用」の改善希望は、
　社会的外向性の高い人との関連性が明らかになった。
　　科別・性別・年齢別・疾患別・入院回数別・入院
　日数別・入院目的別・手術の有無別には、有意な差
　はみられなかった。
　以上、病院で検討していくべき具体的な改善点が明
らかになった。特にパンフレットを渡す時期、及び災
害時の非難経路・方法の検討は，病院側が配慮すべき
重要事項としての患者側からの指摘と言える。
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＜表9＞　男女別面会時間の改善希望と入院経験の関係
　　く男性＞　　　　　　　　n＝129人（％）　　　　〈女性〉
改善して欲い 今のままで良い 合　　計
初回 　27i35．1） 　50i64．9） 　77i100．0）
2回
ﾈ上 　　8i15．4） 　44i84．6） 　52i100．0）
n＝82人（％）
改善して欲い 今のままで良い 合　　計
初回 　18i35．1） 　37i64．3） 　55i100．0）
2回
ﾈ上 　11i59．3） 　16i40．9） 　27i100．0）
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＜表10＞　年齢区分別消灯時間の改善希望と入院経験の関係
　　＜60歳未満＞　　　　　　　　n＝97人（％）　　　　〈60歳以上〉
改善して欲い 今のままで良い 合　　計
初回 　13i19．1） 　55i80．9） 　68i100．0）
2回
ﾈ上 　11i3エ9） 　18i62．1） 　29i100．0）
n＝110人（％）
改善して欲しい 今のままで良い 合　　計
初回 　15i24．6） 　46i75．4） 　61i100．0）
2回
ﾈ上 　　7i14．3） 　42i85．7） 　49i100．0）
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＜表11＞　消灯後のTV・ラジオの使用の改善希望と社会的外向性の関係
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〈表12＞　　　　　　自由記載内容
　く面会時間＞
　　　　15：00前を希望一……………・・………
　　　　19＝00以後の延長を希望一・…・………
　　　　自由に………………………・…………’●
　　　　もう少し短く……………………………
〈消灯後のTV・ラジオの使用〉
　　　使用時間の延長希望・・…………・…・・…・
　　　　　21　：30一　3（　8．3）
　　　　　22：00－18（50．0）
　　　　　22：30一　1（　2．8）
　　　　　23：00一　6（16．7）
　　　　　24：00一　2（　5．　6）
　　　イヤホン使用で自由を希望……………
〈消灯時間〉
　　　延長を希望…・…・……・…・・……・………
　　　　　21：30一　3（　7．9）
　　　　22　：　OO　一　26（68．　4）
　　　　22：30一　2（　5．3）
　　　　　23：00一　2（　5．　3）
　　　早すぎる・もっと遅く…………………
〈入　　浴〉
　　　毎日を希望……………・…・……・＿＿＿
　　　1回の入浴時間の延長を希望…………
　　　1日の使用時間の延長を希望…………
〈電気製品の持ち込み〉
　　　冷蔵庫がほしい……………・・…・………
　　　TV・ラジオ以外の電気製品…………
　　　同室者の携帯電話が耳障り……………
〈内容の追加〉（項目を挙げ複数回答で記入してもらう）
　　　災害時の避難経路・方法………………
　　　　　　具体的な説明を希望一3
　　　入院生活の必要物品…・……………・・…
　　　受け持ち看護婦制…・……………・・……
　　　病気の説明の受け方……………………
　　　病棟の日課……・…………・・……………
　人（％）
　　　nニ56　（複数回答あり）
35（62．　5）
30（53．　6）
1（　1．8）
1（　1．8）
　　　n＝41
36（87．　8）
5（12．　2）
　　　n＝41
38（92．　7）
3（　7．　3）
　　n＝11
6（54．　5）
4（36．　4）
1（　9．　1）
　　n＝14
7（50．　0）
6（42．　9）
1（　7．　1）
　　n＝26
8（30．　1）
6（23．　1）
6（23．　1）
5（19．　2）
2（　7．　7）
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